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４つのプランの中でセキュア版 のみ「端末認証機能」が標準提供！

通常版とセキュア版の違いは？

容量

通常版 セキュア版

ユーザー数

端末認証機能

月額基本料金
（税別）

100GB 200GB

50 2001000

なし
オプションで

追加可
標準提供

50GB

10

なし

1TB

3,630円 6,050円 12,100円60,500円

通常版とセキュア版の違いは「端末認証機能」

１

1. 通常版 50GB

2. 通常版 100GB

3. 通常版 1TB

4. セキュア版 200GB

（「IPアドレス制限」は全プラン標準提供）



Aさん 役員

Bさん 営業

Cさん 総務

端末認証機能とは？２

端末認証機能は、クライアント証明書で利用端末を限定する機能。

どこでも
キャビネット

悪意のある第三者

社員の私用スマホ・PC等

許可された端末

管理者 が利用端末を限定！

× ×

× ×

アクセス可

アクセス不可

従来のID・パスワードによるユーザー認証に加え、
利用端末も限定できるため、情報漏えいのリスク軽減・セキュリティ強化につながります。

証明書
発行



端末認証機能の便利・安心ポイント

タブレット PC スマートフォン

複数端末登録しておけば、
社内だけでなく、

社外でのアクセスも便利で安全！

万が一、PC・スマホを
紛失してしまっても

その端末からアクセスできないよう
証明書を失効できるので安心！

証明書の
【発行・失効・再発行・更新】は

すべて、管理者機能から手続き可能

証明書は
1ユーザー5台まで

登録可能

管理者

発行

失効

べんり！ あんしん！
証明書設定に関わる

操作サポートも
基本料金内でご提供
困ったときも安心！

２

証明書には
国内でも高いシェアをもつ

日本RA社の
「NRA-PKI証明書」を採用

さらに・・・



端末認証機能が利用できるプランは？３

通常版 1TB セキュア版

端末認証機能 *1
オプションで追加可

24,200円 *2
標準提供

基本

月額(税別) 60,500円 12,100円

容量 1TB 200GB

ユーザー数 1000 200

オプション
ユーザー追加(税別) 10ユーザーあたり600円

容量追加(税別) 100GBあたり6,050円

*1…オプションのユーザー追加分の端末認証費用は別途発生いたしません。
*2…1TB新規申込時に同時申込する場合のみ、追加可能です。お申込み後の「端末認証機能」オプション追加はできません。

端末認証機能が利用できるのは、「通常版1TB」と「セキュア版」のみ！

14日間無料トライアルはこちら

「セキュア版」で端末認証機能をお試しください

https://webdirect.tanomail.com/trial/redirectIndex/?serviceCd=00003
https://webdirect.tanomail.com/trial/redirectIndex/?serviceCd=00003


使い方 STEP１ 証明書発行４

①
ユーザー登録

②
証明書発行

端末認証を設定するユーザーを選択し、
証明書設定に必要な情報を登録。

証明書発行画面で、次の操作を行う。
①通知先のアドレス入力
②発行対象のデバイス選択
③秘密の鍵の設定

最後に発行ボタンを押すと、利用者に
証明書ダウンロード依頼のメールが送信されます。

管理者

端末認証機能



①
メール受信

③
インストール

②
ダウンロード

証明書ダウンロード依頼のメールが
届いたら、証明書ダウンロードサイ
トのURLをクリックし、ログイン。

ログインし、ダウンロードボタン
をクリック。

通知された秘密の鍵を入力し、
インストールします。

完了のポップが出たら、
証明書インストール完了！

※発行するデバイスによって画面は異なります。

STEP２ 証明書インストール使い方４
利用者

端末認証機能



◼ 証明書の有効期限について
・ダウンロード期限…証明書を発行してから10日間のダウンロード期限を設けています。期限切れの前に通知メールが証明書発行通知先に

届きます。期限が過ぎると、ダウンロード期限切れになり管理者から再発行が必要です。
・証明書有効期限…証明書の有効期限は5年と1か月になります。有効期限が切れる前に通知メールが管理者宛てに届きます。

この場合も管理者から更新手続きが必要です。例)2022/07/19 に証明書を発行 ⇒ 2027/08/19 が有効期限。

◼ 証明書の利用設定について
『証明書認証を利用する』に設定されたユーザーは、証明書をインストールした端末からしか

どこでもキャビネットを利用出来なくなります。
例）右の図Aさんは証明書ありのタブレットのみ利用可能です。

◼ 証明書の管理について
管理者ページからユーザーごとに証明書の発行中枚数/運用中枚数（証明書をダウンロードするとカウント）が確認出来ます。
さらに証明書の状態（運用中/ダウンロード待ち/ダウンロード期限切れ/失効）やデバイスの種類、証明書有効期限等の確認も可能です。

◼ 証明書ダウンロードについて
証明書ダウンロードサイトにログインする為には、どこでもキャビネットのログインID/パスワードによるログインと、証明書を
インストールする為の秘密の鍵のパスワードの2段階での認証が必要になります。
また、ダウンロードは1度しか出来ない仕様になっている為、証明書の使い回しを防げます。

証明書について５

証明書あり証明書なし

Aさん


